
税金・料金等のコンビニ納付が開始されました！
税金や保険料、保育料等をコンビニエンスストアで納めることができる「コンビニ納付」が始まりました。

※詳しい内容は、納付書裏面に記載されておりますのでご確認ください。

広報

町花フイリソシンカ 町木センダン

北谷町の人口　２８，６６４人

（２０１４年２月末日現在）

◆　目次　◆

施政方針 2～7 障がい児（者）の歯科治療のご案内について
認可外保育施設　保護者負担軽減制度のお知らせ！

13
北谷町例規情報
固定資産税（土地）についてのお知らせ！

8
ひとり親家庭等放課後児童クラブ利用支援事業のご案内
ちゃたんの景観づくり

14
平成２６・２７年度の保険料率改定について
平成２６年度あん摩マッサージ指圧、はり、きゅうの助成がはじまります！
「還付金詐欺にあっていませんか？」

9 国民年金のお知らせ 15

平成２６年度在沖米軍施設・区域内大学（基地内大学）就学者の募集について
図書館だより

16
地域フラッシュ 10

北玉小学校１００周年記念式典・祝賀会
キャンプ瑞慶覧を災害時避難経路として使用する運用手続きの署名を行いました。
北谷町ふるさと応援基金に寄附を頂きました

11
老人福祉センター行事・教室ありんくりん
文化財資料室「このへんでひと休み②」

17

お知らせ 18～19
福祉だより 12 人間ドック・脳ドック５月１４日受付開始！ 裏表紙

日本人 28,164 人（+42）　　男 13,593 人（+29）　　女 14,571 人（+13）　世帯数 11,101 世帯（+15）
外国人 500 人（ + 7） 男 268 人（ + 6 ） 女 232 人（ + 1） 世帯数 219 世帯（+ 5）

※（　）内は前月との比較　　　　　　　　　　　

●英国ディーンマグナスクール訪問団歓迎会
　２月１７日（月）、ちゃたんニライセンターにおいて、英国ディーンマグナスクール訪問団の歓迎会が行われました。
本町からの派遣だけでなく、英国からの訪問団受入により、国際的に活躍できる人材の育成に期待が高まります。

NO. ４４１４２０１４．
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平
成
26
年
度
年
度施

政
方
針

　

３
月
５
日
か
ら
行
わ
れ
た
第
４
１
３
回
北
谷
町
定
例
議
会
に
お
い
て
、
野
国
昌
春
町

長
が
平
成
26
年
度
の
北
谷
町
の
方
向
性
を
示
す
、
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
、
町
民
に
広
く
周
知
す
る
た
め
、
全
文
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
第
４
１
３
回
北
谷
町
議
会
定

例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
予
算
案
を
は
じ

め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
町
政

運
営
に
当
た
り
ま
し
て
の
私
の
所
信
の
一

端
を
申
し
述
べ
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
議

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た
町

長
選
挙
に
お
い
て
、
当
選
の
栄
に
浴
す
る

こ
と
が
で
き
、
12
月
12
日
か
ら
第
10
代
北

谷
町
長
と
し
て
、
三
期
目
の
町
政
の
運
営

を
引
き
続
き
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
町
長
就
任
以
来
2
期

8
年
間
、
本
町
の
政
策
課
題
と
し
て
歴

代
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
き
た
返
還
駐

留
軍
用
地
の
跡
地
利
用
、
町
経
済
の
自

立
、
産
業
の
振
興
、
町
民
福
祉
の
拡
充

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区
の

跡
地
利
用
事
業
の
実
施
と
供
用
開
始
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
事
業
地
区
に
お
け
る
ホ

テ
ル
の
着
工
及
び
海
業
振
興
の
拠
点
で
あ

る
、
う
み
ん
ち
ゅ
ワ
ー
フ
の
完
成
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
財
政
面
に
お
い
て
も
、
自
主

財
源
を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
自

立
経
済
の
確
立
に
大
き
な
前
進
を
見
る
こ

第
１　

基
本
方
針

１　

は
じ
め
に

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
、
障
が
い
者
福
祉
、

高
齢
者
福
祉
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町

民
の
福
祉
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
、
我
が
国
の
少
子
高
齢
化
社
会

は
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
本
町
に
お
い

て
も
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
、
健
康
、
医
療
へ
の
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
特
定
健
診

や
集
団
検
診
に
お
け
る
が
ん
検
診
の
無
料

化
、
75
歳
以
上
の
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
公
費
助
成
を
実
施
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
待

機
児
童
解
消
に
向
け
た
認
可
保
育
所
の
新

設
や
多
様
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

子
ど
も
医
療
費
への
助
成
な
ど
、
多
く
の
施

策
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
を
取
り
巻
く
社

会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
を
継
続

・
発

展
さ
せ
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
、
町

民
が
主
役
の
町
政
を
推
進
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
10
の
政
策

を
掲
げ
て
町
民
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
政
策
を
着
実
に
実
施
、
継
続

し
発
展
さ
せ
、
子
育
て
支
援
、
福
祉
の

数
は
、
格
安
航
空
会
社
の
参
入
等
に
よ
り

国
内
外
と
も
に
増
加
し
、
15
ヶ
月
連
続
で

前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
も
、

第
2
滑
走
路
の
建
設
が
着
手
さ
れ
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。今

後
も
国
の
新
た
な
政
策
や
制
度
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
「
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
即
し
た
施
策
に
配
慮
し
な

が
ら
、
厳
し
さ
が
続
く
経
済
財
政
状
況

の
中
、
限
り
あ
る
財
源
を
必
要
性
の
よ

り
高
い
施
策
に
重
点
的
か
つ
効
果
的
に

投
入
し
、
将
来
に
向
け
て
本
町
が
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

沖
縄
振
興
に
資
す
る
事
業
等
を
沖
縄

県
及
び
市
町
村
が
自
主
的
な
選
択
に
基

づ
い
て
実
施
で
き
る
「
沖
縄
振
興
交
付
金
」

に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
年
度
も
本
町
の
実

情
に
即
し
た
的
確
か
つ
効
果
的
な
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
述
べ
ま
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

国
や
県
の
動
向
を
見
定
め
な
が
ら
激
動

す
る
社
会
情
勢
に
適
切
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
努

め
、
す
べ
て
の
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
北
谷
町
を
創
出
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

３　

町
政
運
営
の
基
本
方
針

平
成
26
年
度
の
町
政
運
営
の
基
本
方

針
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
経
過
、
財
政

状
況
、
社
会
環
境
、
社
会
情
勢
等
を
勘

案
し
な
が
ら
も
、
常
に
町
民
の
立
場
に
立
っ

て
、
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
施
策
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
平
和
で
あ
る
こ
と
が
す
べ
て
の
政

策
の
原
点
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

過
去
の
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
継
承
し
、
平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
地
域
社
会
を
構
築
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

本
町
は
、
日
本
国
憲
法
と

「
北
谷
町

非
核
宣
言
」
の
理
念
の
下
、
す
べ
て
の
人

が
等
し
く
平
和
で
豊
か
に
生
活
が
お
く
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
和
の

尊
さ
を
広
め
る
と
と
も
に
、
平
和
で
安
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
基
地
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

に
は
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定

が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
町
民
の
生
命

・
財
産
と
人
権
を
守

る
立
場
か
ら
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
男
女
が
と
も
に
参
画
し
て
、

豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
女
性
の
各
分
野
への
進
出
と
町
政
への

２　

本
町
を
取
り
巻
く

　
　

社
会
経
済
情
勢

本
町
に
お
い
て
も
、
昨
今
の
社
会
経
済

情
勢
の
例
に
漏
れ
ず
、
少
子
高
齢
化
等
に

伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
、
小
中
学
校

の
要
保
護
や
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
援

助
費
の
増
加
、
道
路
、
公
園
、
小
中
学
校
、

地
区
公
民
館
等
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
維
持
補
修
費
の
増
加
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で

障
害
に
な
っ
て
い
る
基
地
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
去
る
４
月
に

「
沖
縄
に
お
け
る
在

日
米
軍
施
設
・
区
域
に
関
す
る
統
合
計

画
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
返
還
時
期

や
規
模
そ
し
て
地
形
等
の
面
で
、
本
町
の

意
向
が
反
映
さ
れ
ず
、
円
滑
な
跡
地
利

用
が
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
県
に
お
け
る
入
域
観
光
客

充
実
、
教
育
、
文
化
の
拡
充
、
健
康
増
進
、

産
業
振
興
に
取
り
組
み
、
平
和
で
豊
か

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
町

民
が
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
北
谷
町
を

目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を

情
熱
と
熱
意
を
持
っ
て
、
先
頭
に
立
っ
て

推
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
北

谷
町
の
限
り
な
い
未
来
を
切
り
開
き
、
町

民
と
と
も
に

「
ニ
ラ
イ
の
都
市

（
ま
ち
）
・

北
谷
」
を
築
い
て
い
ま
い
り
ま
す
。
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展
に
資
す
る
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
健
康

・
子
育
て
・
福
祉
で
ご
ざ

い
ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
町
民

が
、
心
身
共
に
健
康
で
、
地
域
の
中
で
共

に
支
え
あ
い
な
が
ら
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
保
健

・

医
療

・
福
祉
の
連
携
を
強
化
し
、
健
康

づ
く
り
や
福
祉
の
た
め
の
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
育
む
地

域
社
会
」
、
「
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
」
の
構

築
を
目
指
し
、
待
機
児
童
解
消
に
取
り

組
む
と
同
時
に
、
多
様
な
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
「
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
、

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち
・
北
谷
町
」
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。　

次
に
、
街
づ
く
り
・
防
災

・
防
犯
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
町
は
、
地
形
・
自
然
環
境
の
違
い
に

よ
り
地
域
ご
と
に
異
な
っ
た
特
性
や
課
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
特
性
に

合
っ
た
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道
等
の

生
活
基
盤
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
防

災
、
防
犯
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
、
ま
ち
を
訪
れ
る
人
が
安
心
し
て
く

つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
快
適
で
質
の
高
い
住

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
防
災
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
町
民
、
観

光
客
等
の
避
難
場
所
の
確
保
と
同
時
に

本
町
の
災
害
対
策
機
能
の
確
保
と
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た
土
地

利
用
を
図
り
、
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
、

快
適
な
生
活
空
間
の
整
備
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
環
境

・
自
然
で
ご
ざ
い
ま
す
。

環
境
共
生
型
社
会
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
み
排
出
量
の
抑
制
や
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
に
よ
る
ご
み
減
量
化
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
等
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
普
及
促
進
に
努
め
ま
す
。
次
に
、
教

育

・
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

教
育
は
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
根

幹
で
あ
り
、
文
化
創
造
の
源
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
充
実
を
図
る
た
め
、
心
の
豊
か

さ
、
生
き
が
い
を
生
み
出
す
学
校
教
育
、

生
涯
学
習
及
び
文
化
振
興
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

健
康

・
体
力
の

「
知

・
徳

・
体
」
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た

「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ

と
を
目
指
し
、
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

の
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
語
学
能
力
と
視
野
の
広

い
国
際
教
養
力
を
備
え
た
、
世
界
の
舞
台

で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
次
代
を
担
い
、
語
学
力
や
国
際

感
覚
を
持
っ
た
人
材
育
成
を
図
る
た
め
の
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
た
、
諸
施
策

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
町
の
行
財
政
に

つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
効
率
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
行
政
組
織
機
構
を
再

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
地
方
分
権
改
革
に
適
切
に

対
応
で
き
る
執
行
体
制
の
強
化
や
職
員
の

能
力
を
高
め
、
町
民
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
町
政
運

営
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
第
五
次
北

谷
町
総
合
計
画
の
将
来
像

『
夢
ひ
ろ
が
る

　

人
つ
な
が
る　

と
も
に
生
き
る　

ニ
ラ
イ

の
都
市

（
ま
ち
）
・
北
谷
』
の
実
現
を
目

指
し
た
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿

い
ま
し
て
、
平
成
26
年
度
主
要
施
策
の
概

要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
1
の
目
標
は
、
「
平
和
の
心
を
育
み
、

個
性
が
輝
く
ま
ち
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
１
）
平
和
行
政

平
和
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
憲
法
講

演
会
や
平
和
推
進
旬
間
に
お
け
る
平
和

祈
念
祭
を
開
催
し
、
平
和
の
尊
さ
を
広

め
、
平
和
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中

・
高
校
生
に
対
す
る
平
和
教
育
の

一
環
と
し
て
、
「
広
島

・
長
崎
平
和
学
習

派
遣
事
業
」
や

「
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

の
講
話
会
」
を
実
施
し
、
戦
争
体
験
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
沖
縄
戦
や
広
島

・

長
崎
の
原
爆
被
害
の
実
相
を
次
世
代
に

正
し
く
継
承
し
、
平
和
の
尊
さ
の
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

平
和
ガ
イ
ド
の
育
成
に
努
め
る
と
共
に
、

町
内
に
残
さ
れ
た
戦
跡
等
の
調
査
及
び

保
存
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
基
地
問
題
の
解
決
促
進

次
に
、
基
地
問
題
の
解
決
促
進
で
ご
ざ

い
ま
す
。

嘉
手
納
飛
行
場
周
辺
地
域
は
、
常
駐

機
に
加
え
外
来
機
の
度
重
な
る
飛
来
、

第
２　

主
要
施
策
の
概
要

１　

平
和
の
心
育
み
、

　
　

個
性
が
輝
く
ま
ち

Ｆ-

22
Ａ
ラ
プ
タ
ー
戦
闘
機
の
暫
定
配

備
等
に
よ
り
、
騒
音
被
害
に
悩
ま
さ
れ

続
け
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
日
米
両
政
府
に
同
飛
行
場
の

負
担
軽
減
を
強
く
求
め
、
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
、
普
天
間
飛
行
場
の
統
合

計
画
に
断
固
反
対
す
る
と
と
も
に
、
嘉

手
納
基
地
使
用
協
定
の
締
結
を
粘
り
強

く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

同
時
に
、
航
空
機
騒
音
の
軽
減
措
置

に
つ
き
ま
し
て
も
、
沖
縄
防
衛
局
な
ど
の

関
係
機
関
に
対
し
、
住
宅
防
音
工
事
の

助
成
措
置
の
拡
充
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、
認
可
外
保
育
施
設
の
防
音
工
事
助

成
措
置
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る

環
境
問
題
や
米
軍
人
等
に
よ
る
事
件

・

事
故
に
つ
い
て
の
速
や
か
な
公
表
と
安
全

管
理
の
徹
底
等
を
米
軍
は
じ
め
日
米
の
政

府
関
係
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
強

く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

普
天
間
飛
行
場
の
県
外
移
設
は
県
民
の

総
意
で
あ
り
、
建
白
書
に
示
し
た
姿
勢
を

今
後
も
堅
持
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲オスプレイ（普天間飛行場）

本
町
の
面
積
に
占
め
る
駐
留
軍
用
地

は
、
約
53
％
を
占
め
、
現
在
で
も
本
町
の

ま
ち
づ
く
り
の
障
害
と
な
っ
て
お
り
、
駐

留
軍
用
地
の
計
画
的
、
段
階
的
な
返
還

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
地
区
は
、
本
町
の

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
極
め
て
重
要
な
位

置
に
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
返
還
予
定

地
の
住
民
の
合
意
形
成
の
も
と
、
跡
地
利

用
計
画
や
土
地
利
用
計
画
な
ど
、
町
の
発

▲うみんちゅワーフ

（フィッシャリーナ地区）

参
画
」
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
産
業

・
経
済

・
跡
地
利
用
で

ご
ざ
い
ま
す
。

将
来
に
向
け
て
北
谷
町
が
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
、
沖
縄
県
及
び
本
町

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
観
光

・
リ

ゾ
ー
ト
産
業
を
重
点
と
し
た
産
業
基
盤
の

整
備
を
図
り
、
雇
用

・
就
業
の
場
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
商
工
会
、
観
光
協
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
商
観
光
産
業
の
振
興
と
経
済
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
水
産
業
と
マ
リ
ン
産
業
が
融
合

し
た
交
流
拠
点
形
成
を
目
指
す
フ
ィ
ッ

シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
本
町
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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業
を
活
用
し
て
、
引
き
続
き
本
町
の
特
産

品
の
販
売
拠
点
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

特
産
品
開
発
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
経
済
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
町
の
緊
急
経
済
対
策
で
あ
る
北
谷
町

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
交
付
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
、
町
民
の
住
環
境
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢

者
を
狙
っ
た
詐
欺
事
件
が
発
生
す
る
な

ど
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
民
が
安
全
で
、
安
心
な
生
活
が
送
れ
る

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
沖
縄
県
消
費
者

行
政
活
性
化
補
助
金
を
活
用
し
て
、
引

き
続
き
消
費
生
活
相
談
室
を
設
置
し
て

ま
い
り
ま
す
。

就
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
雇

用
情
勢
が
厳
し
い
若
年
層
や
女
性
に
対
し

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る
求
人

情
報
の
提
供
と
と
も
に
、
県
と
の
共
催
に

よ
る
技
術
講
習
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
中
部
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
い
ワ
ー
ク
）
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
勤
労
者
の
福

祉
の
向
上
と
高
齢
者
の
雇
用
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
農
水
産
業
の
振
興

次
に
、
農
水
産
業
の
振
興
で
ご
ざ
い
ま
す
。

漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
整
備
事
業
を
着
実
に
進
捗
さ
せ
、
漁

業
と
マ
リ
ン
産
業
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
水
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
場
産

業
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
業
と
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

の
マ
リ
ン
産
業
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、
う

み
ん
ち
ゅ
ワ
ー
フ
を
新
た
な
拠
点
と
し
て
、

特
産
品
販
売
所
の
設
置
、
水
産
物
の
提
供

等
を
行
い
、
他
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
新

た
な
海
業
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
が
野
菜

や
花
等
を
栽
培
し
て
、
自
然
と
触
れ
合

う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
民
が
交

流
す
る
場
と
し
て
町
民
農
園
整
備
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
駐
留
軍
用
地
の
返
還
と
跡
地
利
用
の
推
進

次
に
、
駐
留
軍
用
地
の
返
還
と
跡
地

利
用
の
推
進
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
25
年
4
月
5
日
に
共
同
発
表
さ

れ
た

「
沖
縄
に
お
け
る
在
日
米
軍
施
設
・

区
域
に
関
す
る
統
合
計
画
」
に
お
い
て
は
、

本
町
に
関
係
す
る
施
設
は
、
「
陸
軍
貯
油

施
設
第
１
桑
江
タ
ン
ク
・フ
ァ
ー
ム
」、
「キ
ャ

ン
プ
桑
江
」、
「
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
」
に
お

け
る

「
施
設
技
術
部
地
区
内
の
倉
庫
地

区
の
一
部
等
」
及
び

「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
コ
リ
ド
ー
地
区
」
と
な
っ
て
お
り
、
全

面
積
は
１
５
６
ヘク
タ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
跡
地
の

利
用
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
跡
地
の

有
効
か
つ
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法

（
跡
地
利
用
推
進
法
）
」
に

基
づ
き
、
「
返
還
前
の
埋
蔵
文
化
財

・
環

境
調
査
及
び
汚
染
等
に
関
す
る
原
状
回

復
措
置
の
徹
底
」
を
日
米
両
政
府
に
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
と
の
連
携
を
図
り
、
既

に
事
業
が
進
ん
で
お
り
ま
す
国
道
58
号
の

拡
幅
事
業
や
県
道
24
号
バ
イ
パ
ス
整
備
事

業
が
円
滑
に
進
捗
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
北
谷
城

（
ち
ゃ
た
ん
ぐ
す
く
）

第
２
の
目
標
は
、
「
夢
が
生
ま
れ
活
気

あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
１
）
観
光
・
商
工
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

観
光

・
商
工
の
振
興
と
雇
用
の
創
出
に

つ
き
ま
し
て
は
、
西
海
岸
一
体
の
資
源
を

生
か
し
た
、
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
を

推
進
し
、
商
観
光
産
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ヒ
ル
ト
ン
沖
縄
北
谷
を
核
と
し
た
一
体
的

な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推

進
し
、
引
き
続
き
企
業
誘
致
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地

の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
在
住
者

の
雇
用
の
場
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
立
地
す
る
観
光
関
連
施

設
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
プ
ロ
野
球
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
キ
ャ
ン
プ
等
魅
力
あ

る
観
光
地
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
や
滞
在
型
観
光
等

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
内
を
問
わ
ず
、
台
湾
、
中
国
、
韓

国
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
、
国
外
か

ら
の
観
光
客
誘
客
を
図
る
た
め
、
観
光

物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
を
地
域
情
報
の

発
信
拠
点
と
し
、
観
光
客
誘
客
と
観
光

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
美
浜
地
区
周
辺
と
公
共
駐
車

場
の
混
雑
緩
和
策
と
し
て
、
駐
車
場
の
拡

充
、
管
理
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
調
査

・

検
討
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
場
産
業
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
緊
急
雇
用
対
策
の
一
つ
と
し
て
創
設

さ
れ
た
起
業
支
援
型
地
域
雇
用
創
造
事

２　

夢
が
生
ま
れ
活
気

　
　

あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち

等
の
貴
重
な
歴
史
的
資
源
に
つ
い
て
は
、

地
権
者
と
の
連
携
の
も
と
、
国
史
跡
と
し

て
の
指
定
に
向
け
、
国
と
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

返
還
の
規
模
や
地
形
、
形
状
、
時
期

等
、
条
件
が
厳
し
い
中
、
本
区
域
に
お
け

る
跡
地
利
用
を
有
効
に
活
か
せ
る
た
め
の

手
法

・
制
度

・
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
責
任
の
下
、
そ
の
方
策
に
つ
い
て
要

請
す
る
と
と
も
に
、
特
に
急
傾
斜
地
等
の

貴
重
な
既
存
緑
地
の
保
全
に
つ
い
て
も
地

権
者
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
地
区
に
お
い
て
は
、

義
務
教
育
施
設
用
地
の
確
保
に
向
け
、

用
地
の
先
行
取
得
を
進
め
る
と
と
も
に
、

関
連
産
業
の
立
地
に
よ
る
雇
用
の
確
保
と

と
も
に
、
環
境

・
福
祉

・
教
育
に
配
慮

し
た
町
民
が
暮
ら
し
や
す
い
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区
に
お
い
て
は
、

着
実
に

「
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理
事

業
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３　

色
々
な
絆
で
支
え
合
い

　

誰
も
が
い
き
い
き
と

　
　

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

第
３
の
目
標
は
、
「
色
々
な
絆
で
支
え

合
い
誰
も
が
い
き
い
き
と
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
１
）
子
育
て
支
援

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
係
る
、
「子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
給
付
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
取
組

で
あ
る
宮
城
地
区
の

「
つ
ぼ
み
っ
子
保
育

園
」
建
設
を
引
き
続
き
促
進
す
る
と
と

も
に
、
認
可
外
保
育
施
設
を
活
用
し
た

待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
課
題
と
な
っ
て
い
る
発
達
の
気
に

な
る
子
へ
の
発
達
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

上
勢
保
育
所
に
併
設
し
た

「
育
ち
の
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、
乳
幼
児

期
の
早
期
発
達
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

認
可
保
育
所
に
お
き
ま
し
て
も
、
発
達

の
気
に
な
る
子
や
障
が
い
を
も
つ
子
ど
も

な
ど
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
「
ち
ゃ
た
ん
子
ど
も
・
子
育
て

応
援
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
地
域
全
体
で

子
育
て
を
支
援
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

児
童
館
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

等
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
策

の
た
め
、
低
所
得
者
を
含
め
た
ひ
と
り
親

家
庭
等
に
対
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
利
用
助
成
制
度
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
保
護
者
負
担
軽
減

事
業
を
実
施
し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
就

業
及
び
自
立
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
認
可
外
保
育
施
設
の
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
支
援
制
度
に
つ
き
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ま
し
て
は
、
第
３
子
以
降
が
認
可
保
育
所

に
入
所
し
た
場
合
と
同
様
、
無
料
と
な

る
よ
う
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
北
谷
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」
（
通
称
：
子
ど
も
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
）
に
よ
る
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子

育
て
等
に
か
か
る
相
談
体
制
の
さ
ら
な
る

強
化
を
図
り
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
を
支
援
す
る

た
め
、
乳
幼
児
健
康
診
査
事
業
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
「
こ
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
動
償

還
払
い
を
導
入
し
、
窓
口
で
の
医
療
費
助

成
申
請
に
係
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
学
卒
業
ま
で
の
通
院
に
か

か
る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
早
期
実

現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担

を
継
続
し
、
妊
産
婦
の
健
康
管
理
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
健
康
づ
く
り
の
推
進

次
に
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
第
２
次
健
康
ち
ゃ
た
ん
21
」
に
基
づ

き
、
「
住
ん
で
楽
し
い　

人
が
生
き
づ
く　

元
気
な
町　

ち
ゃ
た
ん
」
を
理
念
に
、
「
健

康
寿
命
の
延
伸
」
を
目
標
と
し
て
、
各
種

健
康
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、

健
や
か
で
明
る
く
活
動
に
み
ち
た
北
谷
町

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
康
で
楽
し

く
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
体
制
を
地

区
担
当
制
と
し
、
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
、

地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
健
康
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
特

定
健
診
及
び
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
水
痘

（
水
ぼ

う
そ
う
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
75
歳
以
上
の

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費

助
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
感
染
症

予
防
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
育
所
、
児
童
館
、
学
校
及

び
地
域
と
連
携
し
た
包
括
的
か
つ
一
貫
性
を

持
っ
た
食
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
徴
収
率
の
向

上
、
医
療
費
の
適
正
化
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
普
及
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
葬
祭
費
の
助
成
と
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
へ
の
葬
祭
費
助

成
を
継
続
し
、
町
民
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
福
祉
の
充
実

次
に
、
福
祉
の
充
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
主

な
担
い
手
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
生
活
困

窮
者
等
に
対
す
る
相
談
支
援
や
制
度
の

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
す
べ
て
の
町
民
が
、
相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す

る
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
社
会
参
加
と
自
立
支
援
等
の

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「第
３
次
障
が
い
者
計
画
及
び
第
３
期
障

害
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
相
談
支
援
の

充
実
強
化
、
障
が
い
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
等
を
図
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

す
べ
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
切
れ

目
の
な
い
連
続
し
た
支
援
が
で
き
る
よ
う

体
制
づ
く
り
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す

る
虐
待
防
止
と
権
利
擁
護
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
自
立
支
援
給
付
や
地

域
生
活
支
援
事
業
等
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
は

じ
め
、
就
労
、
居
住
支
援
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の
支
援
と
障
が

い
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
す
べ

て
の
高
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域

社
会
に
貢
献
し
、
地
域
社
会
と
と
も
に
、

生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
北
谷

町
」
を
目
指
す
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

「
第
６
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に

基
づ
く
諸
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

た
め
、
「
自
助

・
互
助

・
共
助

・
公
助
」

の
機
能
と
役
割
を
整
理
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
機
能
を
活
か
し
、
地
域
と
協
働
で
実

践
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

昨
年
度
、
各
地
区
の
町
民
と
協
働
で

作
成
し
ま
し
た
地
域
プ
ラ
ン
の
取
組
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４　

誰
も
が
住
み
た
く
な
る

　
　

快
適
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち

第
４
の
目
標
は
、
「
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
快
適
で
安
全

・
安
心
な
ま
ち
」
で
ご

ざ
い
ま
す
。

（
１
）
都
市
基
盤
の
整
備

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
安
ら
ぎ
」
と

「
安
全

・
安
心
」
に
満
ち

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
」
、
「ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」

と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
、
観
光
客
等
の
移

動
手
段
の
確
保
や
利
便
性
向
上
の
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

「
北
谷
町
緑
の
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

安
全
で
安
定
し
た
水
を
供
給
す
る
と
共
に
、

桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理
地
区
の
汚
水
、

雨
水
排
水
の
整
備
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
施
設
や
下
水
道
施
設
が
年
々
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
、
快
適
で
安
全
性
の

高
い
道
路
の
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
「
下
水
道
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ

き
、
老
朽
化
し
た
下
水
道
施
設
の
改
築

・

更
新
事
業
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
白
比
川
改

修
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
河
口
側
か
ら

順
次
改
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
事
業
主
体
で

あ
る
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
大
雨
時

の
洪
水
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
北

前
地
区
の
高
潮
対
策
で
あ
る
護
岸
改
修
に

つ
き
ま
し
て
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
墓
地
対
策
・
火
葬
場
建
設

次
に
、
墓
地
対
策

・
火
葬
場
建
設
で

ご
ざ
い
ま
す
。

個
人
墓
の
散
在
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

都
市
計
画
や
土
地
利
用
を
進
め
る
上
で
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
共
事
業
実

施
に
伴
う
対
象
墳
墓
の
移
転
促
進
や
点

在
す
る
墳
墓
の
集
約
化
を
図
り
、
新
川
墓

地
公
園
の
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
墓
地
の
望
ま
し
い
在
り

方
に
つ
い
て
の
指
針
を
示
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
「
墓
地
整
備
基
本
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
沖
縄
県
が
行
っ
て
い
る
墓
地
、

火
葬
場
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
事

務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
生
活
に
密
着

し
た
市
町
村
が
墓
地
等
の
許
可
権
限
を
持

つ
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、

町
への
権
限
移
譲
を
受
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
は
火
葬
場
が
な
く
、
町

民
は
町
外
の
火
葬
場
の
利
用
を
行
な
っ
て

い
る
た
め
、
費
用
負
担
の
軽
減
等
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
単
独
に
よ
る
建

設
及
び
施
設
運
営
は
厳
し
い
た
め
、
近
隣

市
町
村
と
共
同
で
の
建
設
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
消
防
・
防
災

次
に
、
消
防

・
防
災
で
ご
ざ
い
ま
す
。

防
災
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
海
岸

地
域
の
津
波
災
害
対
策
と
し
て
、
新
た
に

町
営
砂
辺
住
宅
を
加
え
た
民
間
施
設
35

棟
の
津
波
避
難
ビ
ル
と
合
わ
せ
、
一
時
避

難
者
約
２
万
８
千
人
の
収
容
を
確
保
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
災
害
時
、
嘉
手
納

基
地
へ
の
立
ち
入
り
が
可
能
と
な
る
現
地

実
施
協
定
の
締
結
実
現
に
向
け
て
の
取
り

組
む
と
と
も
に
、
栄
口
区
防
災
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
結
成
に
よ
る
防
災
啓
発
の
実
施
な
ど
、

本
町
防
災
行
政
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
関
係

機
関
が
連
携
し
、
不
登
校
や
気
に
な
る
児

童
生
徒
等
の
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
を
中

心
に
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
青
少

年
の
諸
団
体
活
動
、
地
域
活
動
、
社
会
体

験
活
動
へ
の
参
加
等
を
促
進
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
生
徒
指
導
上
の
課
題
改
善
の
た

め
に
様
々
な
環
境
に
働
き
か
け
、
問
題

を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
行
う
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
及
び
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
の
児
童
の
安
全
、
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、
「
放
課
後
こ

ど
も
教
室
」
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
３
）
学
校
教
育

次
に
学
校
教
育
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
幼
稚
園

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
幼
稚
園
に
お
け

る
預
か
り
保
育
の
推
進
と
複
数
年
保
育
の
実

施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

幼
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
発
達
障
が
い

等
に
よ
り
支
援
を
要
す
る
幼
児
児
童
生

徒
に
対
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
安
全
面

と
学
習
活
動
を
補
助
す
る
特
別
支
援
教

育
支
援
員
や
巡
回
相
談
指
導
員
の
派
遣

を
行
い
、
安
全
面
や
学
習
活
動
上
の
教
育

的
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
習
支
援
体
制
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

授
業
内
容
を
き
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
学
力
向
上
学
習
支
援
員
、
学
習
に
遅

れ
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
放
課
後
補

習
等
を
行
う
放
課
後
学
習
支
援
員
を
派

遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
５
の
目
標
は
、
「
自
然
と
と
も
に
生

き
る
ま
ち
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

各
施
策
や
事
業
に
お
い
て
は
、
廃
棄
物

の
減
量
化
、
再
利
用
化
、
再
生
利
用
及

び
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
取
り
組

み
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
策
や
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
指
導
員
に
よ
る
ご
み
適
正
排

出
の
指
導
、
不
法
投
棄
防
止
活
動
、
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
、
ご
み
の
減

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
実
施
、
地
域
に
お

け
る
防
犯
組
織
設
立
、
活
動
等
を
支
援

し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
北
谷
町
暴
力
団
排
除
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
町
民
や
関
係
機

関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
暴
力
団

排
除
に
関
す
る
広
報
、
啓
発
活
動
等
の

諸
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
交
通
安
全

次
に
、
交
通
安
全
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
町
民
総

ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
の
根
幹
を
な
す
法
令
の

遵
守
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
、
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
指
導
員

に
よ
る
街
頭
指
導
及
び
広
報
活
動
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、

依
然
後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転
の
根
絶
と

交
通
事
故
の
抑
止
、
暴
走
行
為
の
追
放

等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５　

自
然
と
と
も
に
生
き
る
ま
ち

第
６
の
目
標
は
、
「
豊
か
な
心
と
夢
あ

ふ
れ
る
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
１
）
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成

国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
英
語
教
育
に
つ
い
て
、
英
語
に

触
れ
慣
れ
親
し
ま
せ
、
語
学
力
向
上
を

図
る
た
め
、
全
幼
小
中
学
校
に
英
語
指

導
助
手

（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
を
配
置
し
、
小
学
校

で
教
育
課
程
特
例
校
を
活
か
し
た
英
語

科
の
授
業
の
充
実
と
中
学
校
英
語
教
育

と
の
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
小
学
校
と
の
テ
レ
ビ
会
議
な

ど
を
通
し
た
国
際
理
解
教
育
及
び
学
校

間
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
「
英
語
ス
ピ
ー
チ

並
び
に
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
及

び

「
英
国
派
遣
交
流
事
業
」
を
推
進
し
、

ま
た
、
中
高
生
を
対
象
と
し
た
人
材
育

成
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「
ハ
ワ
イ
短
期
留

量
、
再
利
用
及
び
再
生
利
用
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
事
業
系
ご
み
に
お
け
る
分
別
の

推
進
や
草
木(

く
さ
き)

類
資
源
化
処

理
の
推
進
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

り
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
北
谷
町
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計

画
」
に
基
づ
き
、
本
町
の
事
務
事
業
に

お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を
図

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

６　

豊
か
な
心
と
夢
あ
ふ
れ
る

　
　

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　

の
ま
ち

ま
た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
「
自
助
」
・
「
共
助
」
・
「
公
助
」

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
地
域
の
防
災
対
応

能
力
と
し
て
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
体
制
づ
く
り

を
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
震
・
津
波
と
い
っ
た
大
規
模
な
自
然

災
害
に
よ
っ
て
生
じ
る
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
防
災
マ
ッ
プ
を
活

用
し
、
危
険
箇
所
の
把
握
、
避
難
場
所
の

指
定
等
の
周
知
を
図
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま

す
。
避
難
ビ
ル
の
指
定
、
避
難
経
路
の
確

認
や
地
域
に
根
ざ
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
災
害
等
に
適
切
に
対

応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
通
報
と

応
急
対
策
の
た
め
、
通
報
機
器
、
防
災

資
機
材
等
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
災
害
対
策
基
本
法
」
に
基
づ
き
、
町

民
の
生
命
、
身
体
や
財
産
の
保
護
を
具

体
的
、
実
践
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
ニ
ラ

イ
消
防
と
連
携
し
、
「
北
谷
町
地
域
防
災

計
画
」
に
沿
っ
た
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
防
犯

次
に
、
防
犯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
、
地
域
、
事
業
者
と
総
ぐ
る
み

で
安
全
な
生
活
の
確
保
に
つ
い
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
今
後
も
地
域
や
事
業
者
と
連
携
し

た
防
犯
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

沖
縄
県
が
制
定
し
た

「
ち
ゅ
ら
う
ち

な
ー
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
主

軸
に
、
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
防
犯
活
動
の

推
進
、
青
色
回
転
灯
装
備
車
に
よ
る
防

（
２
）
青
少
年
健
全
育
成

次
に
、
青
少
年
健
全
育
成
で
ご
ざ
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

に
お
い
て
、
健
全
な
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う

学
派
遣
事
業
」
を
推
進
し
、
次
代
を
担

う
中
高
生
の
国
際
性
豊
か
な
人
材
育
成

及
び
国
際
社
会
に
適
応
す
る
能
力
と
資

質
向
上
を
高
め
る
と
と
も
に
、
「
ハ
ワ
イ
短

期
留
学
派
遣
事
業
」
に
お
い
て
は
、
嘉
手

納
町
と
連
携
し
、
ハ
ワ
イ
北
谷

・
嘉
手
納

町
人
会
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
町
の
中
学
生
の
英
国
派
遣

交
流
校
で
あ
る

「
デ
ィ
ー
ン
・
マ
グ
ナ
・
ス

ク
ー
ル
」
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
隔
年
ご

と
に
予
定
さ
れ
る
英
国
の
中
学
生
の
派
遣

受
け
入
れ
の
相
互
交
流
を
推
進
し
、
国

際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
の
さ
ら
な

る
充
実

・
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
基
地
内
の
ア
メ
リ
カ
ン
ス

ク
ー
ル
等
の
交
流
も
含
め
て
、
学
校
の
要

望
や
実
態
に
応
じ
た
交
流
へ
の
支
援
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲英国ディーンマグナスクールからの訪問団
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ま
た
、
日
本
語
の
定
着
が
不
十
分
な
児

童
生
徒
の
支
援
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
学

力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
社
会
教
育

次
に
、
社
会
教
育
で
ご
ざ
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
情
報
や
多
様
な
生
涯
学

習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
講
座
や
教
室
等
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
社
会
教
育
法
」
に
基
づ
き
、

「
社
会
教
育
関
係
団
体
の
求
め
に
応
じ
て
、

専
門
的
技
術
的
指
導
や
助
言
を
与
え
る
」

と
と
も
に
、
社
会
教
育
に
お
け
る
諸
団

体
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
図
書

館
の
資
料
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
推
進
し
、
町
民

の
読
書
に
対
す
る
啓
発
と
書
物
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

児
童
館
、
小
学
校
、
中
学
校
、
図
書
館

と
の
連
携
を
図
り
、
読
書
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
文
化
行
政

次
に
、
文
化
行
政
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
が
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、

地
域
文
化
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
国
指
定

史
跡
伊
礼
原
遺
跡
や
町
立
博
物
館
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
平
成
31

年
度
を
予
定
と
す
る
返
還
合
意
が
な
さ

れ
た
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
一
部
返
還
に
は
、

北
谷
城
が
含
ま
れ
、
地
権
者
や
国

・
県

と
連
携
し
な
が
ら
保
存
活
用
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
昔
か
ら
伝
わ
る
民
俗
文

化
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
継
承

・
活
用
に

よ
り
伝
統
芸
能
の
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
芸
術
文
化
を
振
興
す
る
た
め
、
す

ぐ
れ
た
音
楽
や
演
劇
を
鑑
賞
す
る
機
会

を
提
供
し
、
町
民
の
文
化
芸
術
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
社
会
体
育 

次
に
、
社
会
体
育
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〝
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
〟
を
基
本
と

し
た
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
、
学
校
体
育
施
設
の
開
放
事
業
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
指
導
者
の
育
成
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
あ
る
体
育
施
設
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
健
康
増
進
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
７
）
学
校
給
食

次
に
、
学
校
給
食
で
ご
ざ
い
ま
す
。

安
全

・
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
を

行
う
た
め
、
調
理
場
に
お
け
る
品
質
管

理
や
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
施
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
本
町
の
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
町
内
在
住
の
第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒

の
学
校
給
食
費
の
全
額
補
助
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
８
）
教
育
施
設

次
に
、
教
育
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
の
安
全

・
安
心
、
快

適
な
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
浜

川
幼
稚
園
改
築
事
業
、
北
谷
第
二
小
学

校
改
築
事
業
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

財
政
運
営
で
は
、
各
分
野
の
歳
出
経

費
の
抑
制
と
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、
課
税
客
体
の
確
実
な
把
握

と
適
正
な
評
価
、
公
正
な
課
税
、
納
期

内
納
付
等
の
更
な
る
推
進
を
図
り
、
徴

収
率
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
利
便
性
向
上
の
た

め
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
導
入
し
ま
す
。

情
報
公
開
は
原
則
公
開
の
基
本
方
針
の

下
、
積
極
的
に
情
報
公
開
に
取
り
組
み
、

町
政
に
関
す
る
情
報
を
町
民
が
容
易
に
得

ら
れ
る
よ
う
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

活
用
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
経
常
経
費
削
減
と
事
務
の
効

率
化
等
を
図
る
た
め
、
共
同
し
て
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
化
が
見
込
ま
れ
る
事

務
事
業
の
広
域
的
な
対
応
を
図
る
と
と
も

に
、
関
係
市
町
村
と
連
携
し
、
広
域
行
政

の
推
進
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
今
議
会
に
提
案
い
た
し
ま
す
議

案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
26
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
申
し
上
げ
ま
し
た
諸
施
策
を
中
心
に
、

一
般
会
計１

３
，
４
６
７
，
６
０
０
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

３
，
７
５
７
，
５
３
１
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

２
９
４
，
７
１
４
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

７
８
０
，
７
８
２
千
円

水
道
事
業
会
計

９
４
３
，
６
９
５
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
対
策
と
し
て
、
北
谷
第
二

小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
設
計
、

桑
江
中
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
診
断
調

査
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宮

城
、
砂
辺
地
区
公
民
館
の
耐
震
調
査
、

桑
江
地
区
公
民
館
の
空
調
設
備
の
設
置

に
取
り
組
み
、
町
民
の
安
全
性
と
利
便

性
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
の
進
む
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替

え
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設

・

設
備
等
の
調
理
環
境
の
改
善
等
整
備
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を

実
現
す
る
た
め
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

行
財
政
運
営
で
ご
ざ
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
が
継
続
的
に
地
域
活
動
や
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
町

民
が
参
加
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
行
政
運
営
に
は
既
存

の
施
設
や
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
運
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。多

様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
職
員
の
政
策
形
成
能
力
と
そ

の
実
行
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
行
政

運
営
体
制
の
継
続
的
な
検
討
、
財
政
の

健
全
化
等
の
行
財
政
改
革
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

　
　

行
財
政
運
営

ま
た
、
平
成
25
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
義
務
的
経
費
と
そ
の
他
の
経
費
の

過
不
足
額
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
補

正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
外

３
件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
を
提
案
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
補
正
予
算
の
議
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
先
議
案
件
と
し
て
御
審
議
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

予
算
以
外
の
議
案
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

７
件
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
町
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
の

所
信
の
一
端
と
平
成
26
年
度
に
お
け
る

主
要
施
策
の
概
要
並
び
に
議
案
の
説
明
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
並
び
に

議
員
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
平
成
26
年
度
の
施
政
方
針

と
い
た
し
ま
す
。平

成
26
年
３
月
５
日

北
谷
町
長　

野
国
昌
春

▲施政方針を表明する野国町長
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公布・公表した例規一覧（平成２５年１０月～平成２５年１２月）
№ 例規番号 施行年月日 例規名称（※は新制定） 所管課
1 条例第 25 号 H25.12.20 北谷町附属機関設置条例の一部を改正する条例 総務課
2 条例第 26 号 H26.1.3 北谷町母子及び父子家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 子ども家庭課
3 条例第 27 号 H26.1.3 北谷町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 施設管理課
4 条例第 28 号 H25.12.20 北谷町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 施設管理課
5 条例第 29 号 H25.12.27 北谷町特定駐留軍用地内土地取得事業基金条例　※ 企画財政課
6 条例第 30 号 H25.12.27 北谷町特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金条例　※ 企画財政課
7 規則第 37 号 H26.4.1 北谷町子ども医療費助成に関する条例施行規則の一部を改正する規則 子ども家庭課
8 規則第 38 号 H25.12.6 北谷町行政組織に関する規則の一部を改正する規則 総務課
9 規則第 39 号 H25.12.6 北谷町職員の初任給、昇格、昇給等に関する規則の一部を改正する規則 総務課

10 規則第 40 号 H26.1.1 北谷町美浜駐車場管理運営事業受益者負担に関する条例施行規則の一部を改正する規則 経済振興課
11 規則第 41 号 H26.1.3 北谷町母子及び父子家庭等医療費助成に関する条例施行規則の一部を改正する規則 子ども家庭課
12 規則第 42 号 H25.12.20 北谷町子ども・子育て会議規則　※ 子ども家庭課
13 規則第 43 号 H25.12.27 北谷町特定駐留軍用地内土地取得事業基金管理規則　※ 企画財政課

14 規則第 44 号 H25.12.27 沖縄県における駐留軍用地跡地の有効かつ適切な利用の推進に関する特別措
置法施行令第５条ただし書の規定による規模を定める規則　※ 企画財政課

15 規則第 45 号 H25.12.27 北谷町特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金管理規則　※ 企画財政課
16 規則第 46 号 H25.12.27 北谷町特別職に属する非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する規則の一部を改正する規則 総務課
17 告示第 169 号 H25.12.1 北谷町育ちの支援センター運営要綱　※ 子ども家庭課
18 告示第 171 号 H26.1.1 北谷町固定資産税の過誤納金返還金支払要綱　※ 税務課
19 告示第 173 号 H26.4.1 北谷町高齢者保健福祉計画共同推進事業補助金交付要綱　※ 福祉課
20 告示第 174 号 H26.4.1 北谷町食生活改善推進協議会運営費補助金交付要綱　※ 保健衛生課

  平成２５年１０月から平成２５年１２月までに公布・公表された例規を紹介します。例規の内容は「北谷町例規集」

に収録されているほか、ホームページでも公開しています。http://www.chatan.jp/reiki/reiki_menu.html

北谷町例規情報　平成２５年１０月～１２月

●お問い合わせ    北谷町役場総務部総務課　行政係　　TEL ９３６－１２３４（内線１２９）　

土地の評価水準は、地価公示価格より相当に低い水準で評価されていましたが、平成６年度の制度改正に
より評価額を地価公示価格の７割程度とするよう全国的に統一されました。

この改正により生じた評価額と課税標準額の開きについて、課税標準額を一気に引き上げるのではなく、

課税標準額を緩やかに評価額に近づけていく負担調整措置が行われています。
そのため、平成 26 年度においても一部の土地については、税額の上昇が見込まれますので、ご理解を賜りま

すようお願いします。

固定資産税（土地）についてのお知らせ！

S63 H3 H6 H9 H12 H15 H18 H21 H24 H26

お問い合わせ　税務課 資産税係　TEL  ９３６－１２３４（内線１９３・１９４）

評価額

課税標準額

地価公示価格７割
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沖縄県後期高齢者医療広域連合よりお知らせです。

平成２６・２７年度の保険料率改定について

北谷町国民健康保険、後期高齢者医療保険加入の皆さまへ

平成２６年度　あん摩マッサージ指圧、はり、きゅうの助成がはじまります！

後期高齢者医療制度では、年々増加する医療費の動向を踏まえて、２年ごとに保険料の見直しを行う制度となっ
ており、被保険者である高齢者一人ひとりに、保険料のご負担をお願いしています。

平成２６・２７年度の保険料率については、約２６億円の剰余金見込額を活用し、据え置きとすることが決定されました。
また、保険料の賦課限度額については、高齢者の医療の確保に関する法律施行令及び沖縄県後期高齢者医

療広域連合後期高齢者医療に関する条例の改正により、５７万円に改められました。
高齢者の皆さまには、ご負担をお願いしますが、安心して医療が受けられるよう、今後にわたって安定的に持

続可能な財政運営とするため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
平成２６・２７年度保険料率

所得割率：８．８０％　　均等割額：４８，４４０円　　（平成２０年度より据え置き）
保険料賦課限度額

平成２６年度（改正後）：５７万円　　平成２５年度（改正前）：５５万円　　前年度比：+ ２万円
※上記の金額については、平成２６年２月１４日開催、「平成２６年第１回沖縄県後期高齢者医療広域連合議会定

例会」において可決されました。（沖縄県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部改正）
●お問い合わせ　沖縄県後期高齢者医療広域連合　管理課　９６３－８０１２

平成２６年度、北谷町国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入されている方々に対するあん摩マッサージ指圧、
はり及びきゅうの助成がスタートします。
対象者	 ：北谷町国民健康保険加入者及び後期高齢者医療保険加入者
 　※　保険税（料）の滞納がある場合は助成できません。
助成金額	：１回の施術につき１，０００円（年間１２回まで）　※　差額分は自己負担です。
助成期間 ：平成２６年５月１日（木）～平成２７年３月３１日（火）
利用方法

北谷町が指定する施術所（町内）
施術所名称 住所 電話番号

砂辺針灸治療院 字宮城１番地６７ ９３６－８７３１
北谷鍼灸院 字吉原１１６１番地 ９３６－３８９２
あかり整体院 北前１丁目１１番地１１ ９３６－０８２９
こりこり鍼灸整骨院 北前１丁目２番地７津嘉山ビル２０１ ９３６－６８０３
桐ちゃんのて 字吉原１１０６番地 ９２６－４４８３

保健衛生課　国民健康保険係
で利用券を申請

北谷町が指定する施術所に問
い合わせ（下表他）

施術所で健康保険証と利用券
を提示、施術を受ける

●お問い合わせ　保健衛生課　国民健康保険係　９３６－１２３４（内線２４４、２４６）

沖縄県後期高齢者医療広域連合から緊急のお知らせ

「還付金詐欺にあっていませんか？」
ATMで携帯電話を掛けている方
〈詐欺にご注意ください！〉

注意！
ATMを操作させる還付金詐欺が急増中！
ATMの操作の前にもう一度ご確認を
沖縄県内で役場や社会保険事務所の職員を名乗っての振込詐欺が急増しています。
不審に思った際は、北谷町役場保健衛生課（９３６－１２３４内線２４６）へお問い合わせください。
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フラッシュ
地域

栄口区　県内初！夜間防災訓練

美浜区　スポーツクラブ交流会

宮城区　災害時合図用「梵鐘」の寄贈

北前区　餅つき大会

上勢区　「ふれあい市場」

宮城区

美浜区広報通信員  松山  エイ子

上勢区広報通信員  荻堂  三恵子

北前区広報通信員  川島  素乃子

栄口区広報通信員  弓削  克江

１月２６日（日）、北前区公民館にて餅つき大会が行われました。
つきたての美味しいお餅を楽しみに、たくさんの親子連れが集まり、子供達が

順番に杵を振るい、美味しいお餅をついてくれました。
町民の皆さんによる、豪勢なマグロのカマ焼きと焼きそばも振る舞われ、大人

も子供もお腹いっぱいで大満足。公民館内では、アダン葉を編んで使ったボール
作り教室も行われ、自分で作ったボールをレーンで転がして距離を競う「ガラガ
ラスーブ（ガラガラ勝負）」も行われ、子供達が熱中して競争していました。

2 月 23 日（日）午後 6 時 30 分、栄口区夜間防災訓練が行われました。
今年で 3 年目となる訓練ですが、会議などで夜間での避難に不安を覚えるという

意見が多かった為、今回夜間防災訓練を実施することになりました。参加者は高齢
者から幼児まで幅広く、大勢の区民が薄暗い中、懐中電灯の灯りで受付をしたり、
AED 講習や、消火訓練、車イスを使っての要援護者避難など体験しました。自然災
害はいつ何時起こるかわかりません。いつも危機意識を持ち、まずは自分の命を守り、
それから互いに助け合いましょう。その為にも年一回の防災訓練はとても大切です。

２月１６日（日）上勢区公民館駐車場で「ふれあい市場」が、開催されました。元
気なお年寄りを応援し区民との交流を目的とした「ふれあい市場」は、お年寄りの皆
さんが育てた新鮮で旬な野菜がたくさん出店されました。初めての試みとあって多く
の区民の方々が訪れ、開始から約１時間ほどでほとんどの野菜が売り切れるほどの大
盛況でした。高齢者福祉推進委員の與那覇政喜さんを中心とした実行委員会の皆さ
んのご協力で行なわれたこの企画は、生産者と身近に “ ふれあえる ” そして多くの区
民が楽しくゆんたくし“ ふれあえる ” 広場として今後も続けていきたいと意欲満々でし
た。今回この市場の横断幕を寄贈していただいた屋良朝助さんにもお礼申し上げます。

2 月 11 日、スポーツクラブの交流会が行われました。当初はフィッシャリーナにて
グラウンドゴルフを予定していましたが、前日から続く悪天候により、場所を公民館
に移し、室内ということで種目も輪投げに変更されました。輪投げというと、子供
の遊びという印象が強いですが、やってみると中々難しく、ビンゴのように三列並べ
ると得点が倍になる等、ルールも工夫されており、特にお父さんチームが熱中して
得点を競いあっていました。爽やかな汗をかいたあとは、恒例の泉の会のメンバーお
手製の温かいソーキ汁をみんなで仲良く美味しく頂きました。

２月８日 ( 土）宮城区公民館において、故古謝　好章　様の御兄弟の皆様から宮城区へ
自主防災（災害時）合図の鐘として、梵鐘を寄贈していただくことになりました。故古謝様
は長年宮城区の地域活動に積極的に尽力され、「亡くなった後自分の財産を地域のために活
用してほしい」という御遺志があり、御兄弟の皆様から寄贈していただく運びとなりました。
寄贈いただきました梵鐘は、宮城区の防災訓練を通じて防災意識の向上や万一の際、自主
的に避難していただく合図の鐘として、有効に活用してまいります。故古謝様のご冥福と御
兄弟の皆様のご協力に感謝申し上げます。
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キャンプ瑞慶覧を災害時避難路として使用する

運用手続きの署名式を行いました。
本年３月１１日、野国町長と米軍キャンプ瑞慶覧のキャサリン・

エステス司令官は、津波などの災害が発生した際、同基地内を

避難経路として使用する運用手続きを定めた取り決め書に署名

しました。

これは、北谷町と宜野湾市が、平成２４年１１月５日、海兵隊

との間に締結した災害時の基地内通行に関する協定に基づくも

のです。

署名式の中で、野国町長は、「東日本大震災の記憶を風化さ

せることなく、引き続き、災害に強いまちづくりを推進し、町民

の皆さまの安全確保に努めていく。」とあいさつしました。

２月２３日（日）、町立北玉小学校の創立１００周年記念式典・祝賀会

が開催されました。北玉小学校の栄えある１００年の歴史を祝うととも

に、先人達が築いてきた輝かしい伝統を正しく継承し、北玉っ子の新

たな飛躍につなげるため開催された今回の式典・祝賀会には、保護者、

教職員、卒業生、地域の方など６００名あまりが参加しました。

祝賀会では、８０周年記念の際に卒業生らにより埋められた泡盛が掘

り出され、来場者へ振舞われました。また、卒業生からの聞き取りによ

り再現された戦前の２つを含めた４つの校歌をそれぞれの時代の卒業生

が斉唱しました。

式典の中で、児童会代表の山川凛さんは、「（北玉小学校が）１５０年、

２００年と素晴らしい学校に発展していくことを願っています。」と喜びと

期待の言葉を述べました。

北谷町ふるさと応援基金に寄附を頂きました

北玉小学校１００周年記念式典・祝賀会

１２月１６日（月）、株式会社徳里産業様より「北谷町ふるさと応援基金」

へ５００，０００円の「ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）」を頂きました。

「北谷町ふるさと応援基金」は、「ニライの都市」づくりを推進するべ

く、平成２０年に創設されたもので、北谷町のまちづくりを応援してくれ

る方々から寄附を募っているものです。この基金への寄附金は、使途を

指定することが可能で、今回の寄附金は、株式会社徳里産業様の希望

により「将来を担う子どもたちの育成に関する事業」に活用されること

になっています。

「ニライの都市」づくり推進のため「北谷町ふるさと応援寄附金（ふる

さと納税）」のご協力をどうぞよろしくお願いします。

▲８０周年記念の泡盛の感想を述べる大湾校長

▲祝賀会会場の様子

▲寄附金贈呈の様子

▲署名を行ったキャサリン司令官（左）と野国町長（右）
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福祉だより
障害児福祉手当・特別障害者手当制度について

重度訪問介護対象者拡大のお知らせ

県では、精神又は身体の重度障害のため、常時特別の介護を必要とするなど、特別の負担を軽減する一助として、

在宅の重度障がい児・者に対して、障害児福祉手当・特別障害者手当を支給しています。原則として、障害児福祉

手当・特別障害者手当認定診断書により認定します。以下、その制度について紹介します。

障害者総合支援法の一部改正に伴い平成２６年４月から、現行の重度の肢体不自由者に加え、重度の知的・

精神障害に対象を拡大します。詳しくは、福祉課障害福祉係までお問い合わせください。

お問い合わせ　福祉課　９３６－１２３４

支
給
対
象
者

障害児福祉手当

精神又は身体に著しい重度の障害があるため、日常生活において常時の介護を必
要とする（日常生活身の回りのことに介護を必要とする方）２０歳未満の在宅の障が
い児で、福祉保健所長の認定を受けた方。

なお、以下の場合は対象とはなりません。
（１）施設に入所（通所を除く。）している場合。
（２）政令で定める公的年金を受給している場合。

※　３歳未満の知的障がい児からの申請に関しては、正確な判定が難しいので却下となるこ
とがあります。却下になった場合は、３歳以上になった時再申請できます。３歳未満で申
請するか、３歳以上で申請するか検討した上で申請することをおすすめします。

障害程度目安
身体障害手帳１、２級　精神保健福祉手帳１、２級（３級まで可能性はあります。）
療育手帳全等級（A1、A2、B1、B2）

特別障害者手当

精神又は身体に著しい重度の障害があるため、日常生活において常時特別の介護
を必要とする（日常生活、身の回りのことに介護を必要とする方）２０歳以上の在宅
の障がい者で、福祉保健所長の認定を受けた方。

なお、以下の場合は対象とはなりません。
（１）施設に入所（通所を除く。）している場合。
（２）病院又は診療所に３ヵ月以上継続入院している場合。
障害程度目安

身体障害者手帳１、２級　精神保健福祉手帳１、２級　療育手帳 A1、A2
支
給
制
限

手当を請求する方の前年の所得が一定金額以上ある場合、又は同居している配偶者及び扶養義務者

の前年の所得が一定金額以上ある場合には、手当の支給が制限されます。

手
当
額

障害児福祉手当 月額　１４，１８０円

特別障害者手当 月額　２６，０８０円

支
給

毎年２月、５月、８月、１１月の４回に分けて、その前月分までの３ヵ月分を、届出た金融機関の

口座に振り込みます。

申
請
手
続

認定請求書、所得状況届、所得証明書、住民票謄本の写し、認定診断書などの必要書類を添えて、

福祉課へ提出して下さい。なお、認定請求書などは役場又は中福祉保健所地域福祉班にあります。申

請に関することなど、ご不明な点は下記にお問い合わせください。

北谷町役場　福祉課　障害福祉係　　電話　９３６－１２３４（内線２３１）

沖縄県中部福祉保健所　地域福祉班　電話　９３８－９８８６
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障がい児（者）の歯科治療のご案内について
障害があるため日常の歯の健康管理が難しく、また意思表示が十分でないため一般の歯科医院での治療が困

難な障がい児（者）の歯科治療を下記により実施します。
ご希望の方は、４月２４日（木）までに役場福祉課障害福祉係まで申込みください。
※　全身麻酔下での治療ですので、麻酔治療で体に異常をきたさないかどうか事前に予備検診を行い、対象者

を決定します。施設に入所している方も受けられます。
※　予備検診（５月上旬予定）⇒本検診（５月中下旬予定）の２回の検診があります。検診にかかる費用は自己負担になります。
〈全身麻酔下歯科治療実施期間等〉
期　間：平成２６年６月４日（水）～７月２日（水）
場　所：県立北部病院
対象者：一般歯科治療が困難な障がい児（者）（障害の程度は問いません）
○お問い合わせ

沖縄県　福祉保健部　障害保健福祉課　８６６－２１９０
沖縄県歯科医師会立口腔衛生センター　８７９－８３５０
※沖縄県歯科医師会立口腔衛生センターの電話番号は４月１７日以降、８８８－０６４８に変更になります。
※治療内容、費用負担等のお問い合わせは、沖縄県歯科医師会立口腔衛生センターまでご連絡ください。

対象児童：次の①～③の要件を全て満たしている児童が対象となります。
①　北谷町に居住し、かつ住民票があること。
②　認可外保育施設の利用日数が１月に１５日以上であること。（月極保育契約）
③　保護者のいずれもが就労・病気療養等の理由により、児童を家庭で保育できない状況であること。

６５歳未満の祖父母が同居している場合（世帯が別であっても同一敷地内に居住している場合は同
居とみなします。）は、祖父母にも同様の要件が必要になります。
〈就労以外の要件について〉

◇　出　産・・・出産月をはさんで前３ヵ月、後６ヵ月の通園が対象となります。
◇　通　学・・・自宅学習や通信教育、カルチャーセンターは除きます。
◇　看　護・・・入院で病院が完全看護の場合は対象外となります。
◇　求職中・・・対象外となります。
対象認可保育施設：沖縄県知事へ設置の届け出をしている認可外保育施設（ただし以下のものを除く）
○　企業や病院でその従業員の乳幼児を対象とする施設（事業所内施設）
○　乳幼児の定員が５人以下の施設
助成額：同一世帯の就学前児童数に応じて
１人目	 〔月額１，０００円〕
２人目	 〔月額２，０００円〕
３人目以降	〔保育料の全額〕

（入園料、延長保育料、保護者会費等は対象外となります。）
※　３人目以降分を申請する際は、保育できない状況を確認するための書類（勤務証明書等）を提出していただきます。
申請方法

交付申請書兼請求書に必要事項を記入し、保育施設からの納入証明を受けたのち、子ども家庭課へ、下記
の期限までに提出してください。
第１期（４月から６月分まで）　　　７月末日　　　　第２期（７月から９月分まで）　１０月末日
第３期（１０月から１２月分まで）　翌年の１月末日　第４期（１月から３月分まで）　４月１０日

認可外保育施設　保護者負担軽減制度のお知らせ！

認可外保育施設　保護者負担軽減制度とは・・・

北谷町では、認可外保育施設に入所する要保育児童の保護者の負担軽減を図るため、保育料の一部を助成しています。

平成２６年度から拡充します！

★お問い合わせ　子ども家庭課　９３６－１２３４（内線２５４）★
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対象児童：次の①～④の要件を全て満たしている児童が対象となります。
①　北谷町に居住し、かつ住民票があること。
②　学童クラブの利用日数が１月に１５日以上であること。（月極契約）
③　ひとり親家庭等（母子・父子・養育世帯）又は生活保護世帯であること

　※　ひとり親家庭等については、児童の保護者が児童扶養手当を受給している又は北谷町母子及び父子
家庭等医療費助成を受給しているものとする。

④　保護者が就労・病気療養等の理由により、児童を家庭で保育できない状況であること。
対象施設：北谷町放課後児童健全育成事業補助金を交付している学童施設
◎ ひだまり学童　◎ なかよし学童　◎ ふれんど学童　◎ 学童教室太陽の子（本校・上勢校）　◎ つぼみっ子学童
助成額：利用児童１人につき、その月の学童保育料の２分の１以内の金額（上限５，０００円）
　　　　※学童保育料とは、おやつ代・送迎費用・習い事等を除いた金額となります。
申請方法　利用している学童クラブへ、学童利用減免申請書を提出して下さい。

ひとり親家庭等放課後児童クラブ利用支援事業のご案内
ひとり親家庭等放課後児童クラブ利用支援事業とは・・・

北谷町では、学童クラブを利用する児童の保護者（ひとり親家庭等）の負担軽減を図るため、学童保育料の
一部を助成しています。

★お問い合わせ　子ども家庭課　９３６－１２３４（内線２５４）★

こんにちは。北谷町都市計画課です。景観計画と景観条例が策定されました！
条例施行に伴い、平成２６年６月１日以降に建築確認申請する一定規模以上の行為
が届出対象となります。

お問い合わせ：北谷町都市計画課　計画係　電話　９８２－７７０３
ホームページ（北谷町景観計画について）：http://www.chatan.jp/yakuba/3/2800.html

ち ゃ た ん の 景 観 づ く り

手続きの流れ
構 想 	 ・ 計 画

① 事 前 相 談・ 協 議

行 為 の 着 手

工 事 の 完 了

② 行 為 の 届 出

建築確認申請等手続き

審査事項 ※詳細はホームページをご確認ください

高さ・配置（最高高さ等） 形態・意匠（周辺環境に配慮）

色彩（明度８以上、彩度２以下） 緑化（敷地内の緑化等）

※地区計画等の定めがある場合は、地区計画等の規定に基づく

無彩色 有彩色

明
度
（
V
）

彩度（C）

9/
　

8/
　

7/
　

6/
　

5/
　

4/
　

3/
　

2/
/0　/1　/2　/3　/4　/6　/8　/10　/12　/14

（謝苅区・北玉区・宇地原区）

高さ 16m

審査

届出対象行為 ※詳細はホームページをご確認ください

建築物 工作物 開発行為 その他

高さ１０ｍを超える等 擁壁・鉄塔・煙突等 ５００㎡を超える等

・土地の開墾、土石の採取

・木竹の伐採

・屋 外 における土石や

廃棄物等の堆積

・水面の埋立て又は干拓
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国 民 年 金 の お 知 ら せ
ご存知ですか？「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。

しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が

猶予される「学生納付特例制度」があります。

対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及

び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

夜間・定時制課程や通信制課程の方も含まれますので、ほとんどの学生の方が対象となります。

また、学生でない３０歳未満の方の場合には、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険

料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」があります。

なお、「学生納付特例制度」「若年者納付猶予制度」ともに、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために

必要な期間に算入されますが、年金額には反映されません。

就職などで収入が得られるようになった場合は、将来受け取る年金額を増額するため、１０年以内であれば保

険料を納めることができる「追納制度」を利用されることをお勧めします。

（ただし、猶予の承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納されると、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。）

保険料を未納のままにしておくと、老後に年金が受け取れなかったり、病気や不慮の事故などにより障害が残っ

た場合に、障害年金を受け取ることができない場合もあります。

詳しくは、住民課国民年金担当又はコザ年金事務所へお問い合わせください。

◇手続きに必要な書類
 ・　学生証（コピー可）または在学証明書・・・「学生納付特例制度」を申請する場合

 ・　印鑑（本人が署名する場合は不要）

※　退職（失業）された方などは、離職が分かる書類（雇用保険受給者証など）も必要となります。

※　他市町村から転入された方は、所得状況が分かるもの（所得証明書など）が必要な場合もあります。

国民年金保険料の免除申請対象期間が拡大されます
国民年金は、所得が少ないときや失業などにより保険料を納付することが経済的に困難な場合、保険料

の免除を申請することができます。

これまで、さかのぼって免除申請ができる期間は、申請時点の直前の７月（学生納付特例は４月）まででした。

平成２６年４月からは法律が改正され、保険料の納付期限から２年を経過していない期間（申請時点から

２年１ヵ月前までの期間）について、さかのぼって免除等を申請できるようになります。

また、失業などの特例免除の条件も改正され、対象期間が拡大されます。

詳しくは、住民課国民年金担当またはコザ年金事務所へお問い合わせください。

※　「免除」とは、全額免除、一部免除（３／４免除、半額免除、１／４免除）、若年者納付猶予、学生納付特例のことです。

○ 申請する年度に対応する前年所得等に基づき審査を行いますので、免除が承認されない場合があります。

○ ２年１ヵ月前までさかのぼって免除等申請ができるようになりますが、申請が遅れると万一の際に障害年金などを受け

取れない場合や、失業などの特例免除が受けられない場合がありますので、すみやかに申請してください。

○住民課　国民年金担当	 TEL：９３６－１２３４（内線２４１・２４２）
○コザ年金事務所	 TEL：９３３－３４３７又は９３３－３４３８

ゆいちゃん
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図書館だより 北谷町立図書館
TEL　９３６－３５４２
FAX　９３６－４５６７

★「大研究！保険のすべて」	 小川	京美 / 漫画
★「大研究！馬は友だち」 野本	トロ / 漫画

ご寄贈、ありがとうございました

日時：4月 30 日（水）　午前 10 時～午後 2時

対象：生後4カ月(平成 25年12月生まれ)の乳児とその保護者

場所：北谷町立図書館　会議室

ブックスタート

場所：図書館おはなしのへや
時間：午前 11 時～午前 11 時 30 分

・12 日（土）ボランティア「ナルカ」によるおはなし会
・19 日（土）職員によるおはなし会
・26 日（土）ボランティア「ナルカ」によるおはなし会

４月の休館日
・毎週月曜日　・２４日（木） 資料整理日
・２９日（火）昭和の日

定　例　行　事～・～ ～・～

４月のおはなし会

≪一般向け≫
★「お茶の歴史」 ﾍﾚﾝ・ｻﾍﾞﾘ / 著
★「貼ってはがせる壁紙で自分好みの部屋づくり」 壁紙屋本舗 /監修
★「庭先でつくるトロピカルフルーツ」 米本	仁巳 / 著
★「だまし絵×立体がすごい！３D アートの描き方」 おまけたらふく舎 /著
★「いつまでも美しく」 ｷｬｻﾘﾝ・ﾌﾞｰ / 著
★「片づけられない親のための幸せの生前整理」 辰巳	渚 / 著
★「同時通訳者の英語ノート術＆学習法」 工藤	紘実 / 編
≪児童向け≫
★「がっこうのおばけずかん」	 斉藤	洋 / 作
★「えをかくかくかく」 ｴﾘｯｸ・ｶｰﾙ / 作
★「つぎのかたどうぞ しおきちくんのたびにっき」 飯野	和好 / 作
★「おたまじゃくしのしょうがっこう」 かこ	さとし /作・絵
≪中学・高生向け≫
★「ナーダとういう名の少女」 角野	栄子 / 著
★「偽善のすすめ １０代からの倫理学講座」 ﾊﾟｵﾛ・ﾏｯﾂｧﾘｰﾉ / 著
≪郷土関係≫
★「オールドテイストの家具と庭」 伊波	英吉 / 著
★「目指せ！沖縄一周の旅　あいうえお大冒険」 東江	宗典 / 著
★「１７歳のあなたへ」 福峯	静香 / 著
≪視聴覚資料・ＤＶＤ≫
★「天のしずく」 
★「スノーマン」 
★「スノーマンとスノードッグ」 

町立図書館企画

「トーベ・ヤンソン生誕１００周年記念企画～ムーミン谷の世界」

展示期間：4/23（水）～ 5/11（日）

出演：よみきかせサークルはらっぱ
日時：４月２６日（土）午後２時
場所：図書館　おはなしのへや

★今月の新刊案内★

平成２６年度在沖縄米軍施設・区域内大学（基地内大学）就学者の募集について
沖縄県国際交流・人材育成財団では、平成２６年度在沖縄米軍施設・区域内大学（基地内大学）就学者を募

集しています。

大		学		名 ：メリーランド大学他３大学で、短期大学、大学、大学院及びブリッジプログラム（語学研修講座）

募集人数 ：７０人程度

募集期間 ：平成２６年４月１日（火）～５月２日（金）　午後５時まで（郵送の場合も５月２日（金）必着）

選考試験 ：第一次選考試験（TOEFL-ITP）５月１０日（土）　　第二次選考試験（面接）　６月上旬

応募資格、応募手続き等詳しい内容は、沖縄県国際交流・人材育成財団へ問い合わせるかホームページをご確認ください。

お問い合わせ ：沖縄県国際交流・人材育成財団　９４２－９２１３　　http://www.oihf.or.jp/

図書館利用カードの更新について
「図書館利用カード」は毎年一度、更新の手続きが必要です。更新は４月から開始します。

※現在お持ちの「図書館利用カード」の有効期限は３月３１日までです。
※更新して、４月以降も引き続き同じ「図書館利用カード」をご利用いただけます。
※更新の際は、本人確認のできる免許証、保険証、学生証など、現住所の確認ができるものの提示が必要です。
※在勤で利用登録をされている方は、「利用申込書」に勤務証明（会社印を押印）で再申請してください。在学で、利用

登録をされている方は、学生証をお持ちください。
※引越しや転勤、卒業などの理由で、該当しなくなった方は、「図書館利用カード」をお返しください。
★『団体貸出』を利用している団体も再申請が必要です。

第５６回　こどもの読書週間
４月２３日（水）～５月１２日（月）　標語「いつもいっしょ、本といっしょ。」

４月２３日は「子ども読書の日」として法律により定められています。これは国民の間に広く子どもの読書について
の関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるために設けられたものです。

こどもの読書週間にちなんだお話会
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前回は文化係の仕事について室内作業の流れを簡単に紹介しましたが、
今回はさらに詳しく紹介したいと思います。遺跡から出てくる遺物には土器、
石器、貝製品など様々なものがあります。一度発掘した遺跡はもう元には
戻りません。そのために、私達の祖先の生活を記録に残す必要があるので
す。始めに、出土した遺物の「洗浄＝洗い」があるのですが、私達は、昔
の人々が使用した遺物を傷つけないように大切に洗います。たまには発掘
で見逃された製品が見つかることもあります。「洗い」の作業ではどのよう
な道具を使っていると思いますか？右に写真を載せました。多分、見たこと
があるものばかりでしょう。私たちが普段使っているものが利用されている
ことがわかります。いろいろな道具を使って「洗い」の仕事をするのですが、
遺物には固いもの、柔らかいもの、脆 ( もろ ) いものなどがあって、それぞ
れ道具を使い分けています。たかが「洗い」、されど「洗い」なのです。「洗い」
によって遺物がこわれてしまったら元も子もないのですから。「洗い」が終わ
ると次はどんな作業があるのでしょうか？次回を楽しみに！！

文化財資料室「このへんでひと休み②」 北谷町教育委員会　社会教育課
文化係　℡ 936-1234( 内 342)

1( 火 ) 健康体操教室 9：30　太極拳教室 10：00
カラオケサークル 13：00　古典音楽教室 14：00

2( 水 ) レク指導者講習会 10：00　大正琴サークル 10：00
箏曲教室 14：00　民謡教室 14：00

3( 木 ) 書道教室 10：00　フラダンスサークル 10：00
老連囲碁クラブ 14：00

4( 金 ) 健康体操教室 9：30　歌声サークル 10：00
琉舞教室 14：00　民踊愛好会 20：00

5( 土 )
6( 日 )

7( 月 )
大正琴教室 10：00　男性レクサークル 10：00
民踊サークル 10：00　カラオケサークル 13：00
手芸教室 14：00　ギターサークル 19：00

8( 火 ) 健康体操教室 9：30　太極拳教室 10：00
カラオケサークル 13：00　古典音楽教室 14：00

9( 水 ) レク指導者講習会 10：00　大正琴サークル 10：00
箏曲教室 14：00　民謡教室 14：00

10( 木 ) 書道教室 10：00　フラダンスサークル 10：00
老連囲碁クラブ 14：00

11( 金 ) 健康体操教室 9：30　琉舞教室 14：00
民踊愛好会 20：00

12( 土 )
13( 日 )

14( 月 )

ゲートボール審判講習会 9：00　歌声教室 10：00
民踊サークル 10：00　男性レクサークル 10：00
カラオケサークル 13：00　手芸教室 14：00
ギターサークル 19：00

15( 火 ) 健康体操教室 9：30　太極拳教室 10：00
カラオケサークル 13：00　古典音楽教室 14：00

16( 水 ) レク指導者講習会 10：00　大正琴サークル 10：00
箏曲教室 14：00　民謡教室 14：00

17( 木 ) 書道教室 10：00　フラダンスサークル 10：00
老連囲碁クラブ 14：00

18( 金 ) 健康体操教室 9：30　歌声サークル 10：00
琉舞教室 14：00　民踊愛好会 20：00

19( 土 )
20( 日 ) 定期清掃

21( 月 )
大正琴教室 10：00　男性レクサークル 10：00
民踊サークル 10：00　カラオケサークル 13：00
手芸教室 14：00　ギターサークル 19：00

22( 火 ) 健康体操教室 9：30　太極拳教室 10：00
カラオケサークル 13：00　古典音楽教室 14：00

23( 水 ) レク指導者講習会 10：00　大正琴サークル 10：00
箏曲教室 14：00　民謡教室 14：00

24( 木 ) 書道教室 10：00　フラダンスサークル 10：00
老連囲碁クラブ 14：00

25( 金 ) 康体操教室 9：30　琉舞教室 14：00
民踊愛好会 20：00

26( 土 )
27( 日 )

28( 月 )

ゲートボール審判講習会 9：00　歌声教室 10：00
民踊サークル 10：00　男性レクサークル 10：00
カラオケサークル 13：00　手芸教室 14：00
ギターサークル 19：00

29( 火 ) 昭和の日
30( 水 ) 大正琴教室 10：00

老人福祉センター　行事・教室ありんくりん【４月】

満６０歳以上の高齢者がイキイキと楽しい時間と交流が持てるように各教室・サークルなどを行っています。
●お問合せ　北谷町老人福祉センター・北谷町老人クラブ連合会　℡９３６－３５２１

▲「洗い」の道具

▲作業風景
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人権・行政・町民無料法律相談
　今月は１７日 (木 )です。

毎月第 3木曜日
午前 10 時～ 12 時、午後  1 時～ 4 時

北谷町役場１階レセプションホール
※予約は不要ですので、相談のある方は当日
会場にお越しください。

●お問い合わせ 936-1234

消費生活相談室

午前 10 時～ 12 時
午後 1 時～ 4 時

北谷町役場２階２０１会議室
※相談は無料で、電話相談可
●お問い合わせ　982-7701

毎週木曜日 納期限：平成２６年４月３０日
※納付書は納期限が過ぎてしまうと

使用できません。
※納税のお問い合わせは税務課納税係まで。
●お問い合わせ　936-1234（内線195・196）

相談相談 納税 ４月は固定資産税の
納期（第１期）です。

北谷町住宅リフォーム助成金　対象工事費の２０％（最大２０万円）
北谷町では、地域経済の活性化や居住環境の向上を図るため、増改築等費用の一部を予算の範囲内で助成します。

○申請できる人
①北谷町に住所登録をしている方
②対象となる住宅に居住している方
③申請者及び世帯員に町税等の滞納がない方
○対象となる住居（賃貸は不可）

北谷町内にある住宅で以下のもの
①自己所有住宅
②店舗・事務所等を併用する住居（居住用部分）
③マンション等（個人専有部分）
○対象となる工事

①対象工事が１０万円以上（消費税及び地方消費税の額を含む。）
②増改築工事・設備工事・バリアフリー改修工事等の住宅リフォーム工事
③平成２７年３月３１日までに完了する工事
④北谷町内に本社のある施工業者（町内個人事業者も含む。）が行う工事
　※町内個人事業者とは、町内で事業を営む住民登録のある個人事業者
⑤国、県又は町の他の制度と併用していない工事（太陽光発電設置は除く。）

応募は先着受付順とし、予算に達次第受付を終了します。
詳しくは町ホームページをご覧ください。http://www.chatan.jp/yakuba/
●お問い合わせ　商工観光課　商工労働係　９８２－７７０１
町では、電話や訪問などによるリフォームの委託・勧誘は一切行っておりません。

○注意

○応募

交付決定後に工事着手するものが対象となります。すでに着工済、完成済の工事については、
対象外となりますので、ご了承ください。
○対象となる工事例○ ×対象とならない工事例×

１　既存住宅の増改築工事
２　給排水、換気、電気・ガスの設備工事
　　（太陽光発電装置設置工事を含む。）
３　屋根及び外壁の改装工事
４　床材・内壁材・天井材の張替え等の内装工事
５　天井・屋根等の断熱改修工事
６　外部及び室内建具の取替え工事
７　浴槽・バスユニット・洗面台等の改修工事
８　部屋の間仕切りの変更工事
９　手すり設置等のバリアフリー改修工事

１　建築資材等を購入し、申請者自らが施行する工事
２　移動又は取外し可能な製品の購入及び設置
３　電化製品（エアコン・テレビ等）の購入及び設置
４　インターネット等の宅外回線引込工事
５　障子等の張替え及び畳の表替え・裏返し
６　カーテン等設置して容易に利用できる工事
７　住宅と別棟の物置、車庫、カーポート等の工事
８　植栽、剪定等の造園工事及びさく井工事
９　エントランス、門扉、塀、擁壁等の外構工事
１０シロアリ駆除その他の防虫等
１１ハウスクリーニング及び排水管清掃
１２下水道への接続のみ行う工事

平成２６年４月１日より応募開始します。
受付窓口　北谷町役場２階　商工観光課　商工労働係
受付時間　午前８時３０分から１２時、午後１時から午後５時１５分まで（土・日・祝日を除く）

助成
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●２月２日
北谷町自治会長連絡協議会
会長 井上 一男 様
２８，８００円（町社協へ）

●２月３日
北谷中学校２０期生一同 様
還暦祝いの際の余剰金を、同期生一同より感謝の気持ちとして
６５，２５０円（町社協へ）

●２月６日
森山 朝信 様
５，０００円（町社協へ）

●２月１４日
匿名 様
１，０００円（町社協へ）

●２月１４日
仲地 修一 様
１０，０００円（町社協へ）

●２月２０日
平成２５年度叙勲受章合同祝賀会実行委員会 様
１４５，０５５円（町育英会へ）

●２月２６日
瑞慶覧 昇 様
故 瑞慶覧 茂子 様の香典返しとして
１００，０００円（町社協へ）
１００，０００円（町育英会へ）

●１月３０日
座喜味 忠正 様
２００，０００円（町育英会へ）

ニライ消防本部

救急出場状況
平成 26 年 1 月

北谷 読谷 嘉手納
火災 0 0 0
自然災害 0 0 0
水難 0 0 0
交通 7 6 4
労災 0 2 0
運動競技 0 0 1
一般負傷 17 8 18
加害 0 1 0
自損行為 1 2 1
急病 90 62 86
その他 1 2 1
転院 1 11 2
月件数 117 94 113
署累計 257 241 231
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どぅちゅいむに～ 227

2 月の北谷町での
火災発生件数は 1件です。

■緊急・火災時は

 TEL 119

■消防に関するお問合せ

 TEL 936-3721　FAX 936-9076

ご芳志ありがとうございました

**** 寄附 講演会 憲法講演会

墓地を設置するには町長の許可が必要です！

平成２６年度日本非核宣言自治体協議会
「親子記者事業」参加者募集

北谷町では、平和を考える取り組みの一環として、憲法講演会を開催して
います。この事業は、町民の皆さまに日本国憲法を身近なものとして感じても
らうことを目的として、わかりやすい憲法講演会になるよう努めています。

今回は、前泊 博盛（まえどまり ひろもり）氏を講師に招き、沖縄の歴史と
沖縄が抱える問題をわかりやすく解説していただき、憲法について考えていき
たいと思います。また、講演会に先立ち平和のメッセージを栄口区の皆さん
がお届けします。皆さまのご来場をお待ちしております。
●開催日時：平成 26 年 4 月 25 日（金）  開場  午後 6 時 30 分  開演 午後 7 時
●開催場所：ちゃたんニライセンター　カナイホール
●プログラム：アトラクション「世代で繋ぐ未来へのメッセージ」　栄口区民
　　　　　　　演題「沖縄と基地と憲法 - 日本の民主主義を問う -」
　　　　　　　講師　前泊  博盛（沖縄国際大学大学院教授）
●お問い合わせ：町長室　９３６－１２３４（内線１７３）

これまで、沖縄県が行っていた墓地等の経営許可や変更等に関する事務（墓
地等経営許可権限）について、平成２６年４月１日から、沖縄県知事から北谷
町長に移譲されます。

また、墓地等経営の許可基準及び手続き、その他必要な事項を定めた「北
谷町墓地等の経営の許可等に関する条例・施行規則」も４月１日から施行さ
れます。
北谷町内においてお墓の建設や建て替えを予定されている方は、北谷町長

の許可を受ける必要があります。
無許可で墓地を設置した場合は、町条例第１２条の規定により氏名等を公

表するほか、墓地埋葬法第２０条の規定により、懲役又
は罰金に処される場合があります。

北谷町内でお墓の建設や建て替えを予定されている方
は、各種手続等がありますので、下記までお問い合わせ
ください。

本町が加盟しております日本非核宣言自治体協議会が主催する「親子記者
事業」への参加者を募集いたします。
●対　　象： 町内にお住まいの小学生（４年生以上）とその保護者で、平和・原爆・

核兵器根絶などに関心をお持ちの方。
●実施期間： 平成２６年８月８日（金）～１１日（月）長崎市泊３泊４日
●応募締切： 平成２６年５月９日（金）当日消印有効
●応募先・お問い合わせ
　〒８５２－８１１７　長崎市平野町７番８号 長崎市平和推進課内
　日本非核宣言自治体協議会事務局　０９５－８４４－９９２３
※　応募は、１通につき１組のみとなります。また、応募者多数の場合は

６月２日開催の協議会総会にて抽選を行い、当選者へハガキ、電話、E
メール等にて通知いたします。

募集

手続

●お問い合わせ：保健衛生課　環境衛生係（保健相談センター内）
　　　　　　　　TEL　９８２－７０３３　FAX　９３６－４４４０



　

「北谷町だより」
毎週月～金曜日　午後 6時 50分～午後 7時

ＭＨＺ

ラジオ
広報番組 79.2

町広報誌
　「広報ちゃたん」
　　　　　　　　について
本号とバックナンバーは、
北谷町役場ホームページで
ご覧になれます。
広報ちゃたん 検索
http://www.chatan.jp/yakuba/

ＦＭニライ

編
集
・
発
行
：
北
谷
町
役
場
町
長
室
　
　
　
沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
字
桑
江
２
２
６
　
　
　
℡
098-936-1234　

２
０
１
４
年
4
月
１
日
発
行
　
一
部
あ
た
り
の
経
費
約
39
円
　
印
刷
：
新
星
出
版
株
式
会
社
　
℡
　
098-866-0741

人間ドック・脳ドック

５月１４日　受付開始 !!
日時：平成２６年５月１４日（水）午前８時３０分～１１時３０分　先着

場所：ちゃたんニライセンター
※　５月１４日午後からは【役場１階　保健衛生課】にて受付します。
お問い合わせ：保健衛生課　国民健康保険係　TEL　９３６－１２３４

助成対象者　先着７００名様に助成

お申し込みから受診まで

【定員と助成額】加入されている健康保険によって、募集定員と助成金額が変わります。お申込みの前にご確認ください。

はい
いいえ
スタート

３５歳以上の北谷

町民である。

平成２５年度に、

北谷町人間ドック

又は脳ドックを受

診した。

今年度すでに健康

診断を受診した。

国民健康保険に加

入している。

後期高齢者医療保

険に加入してい

る。

社会保険の被扶養

者で他の助成制度

により健診を受け

ることができない。

国民健康保険税を

完納している。

後期高齢者医療

保険料を完納し

ている。

定員３０名
助成額

１５，０００円

定員８０名
助成額

１５，０００円

定員５９０名
助成額

２０，０００円

【受診までの流れ】北谷町役場にて申込書を提出し、承認を受けます。その後指定医療機関にて受診となります。

５月１４日「人間ドック・脳ドック受診申込書」を記入して北谷町役場で申込みます。 申込

早めに 指定医療機関に予約します。お早目のご予約をお願いします。 予約

３月まで 受診期間は、平成２７年３月までです。 受診

１ヵ月後 受診した医療機関から健診結果が届きます。 結果通知

２週間後 北谷町役場から受診承認書が届きます。 受取

随時 健診結果をもとに、保健師・栄養士・看護師から健康相談を受けられます。 保険指導

▼

▼

▼

▼

▼

お申込みの時に必要なもの

○人間ドック・脳ドック受診申込書

○保険証

○印鑑

受診の時に必要なもの

○受診承認書

○特定健診受診券

　（健康診査受診券、長寿健診受診券）

○保険証

申し訳

ありません

対象外です。

平成２６年度から受付場所が変わりました！


